

下地金属別実践工場塗装マニュアル　創刊記念コラム
野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』
　　　　－　焼付塗装の新しい潮流を求めて　－
熱可塑性高温ふっ素樹脂焼付塗装　ＶＳ　高耐候性ポリエステル粉体塗装－
*マニュアル資料１「金属下地種類別の工場塗装ＱＣ工程図(例)2.2」　参照
　筆者らが、熱可塑性高温ふっ素樹脂焼付塗装（カイナー500系）をアメリカから技術導入して、第1号案件となった新川崎Ｍビルに採用したのが1987年ですから、もう30年強が経過しています。
デュラクロンが有していた耐候性の欠如を払しょくし、アメリカ、カナダの超高層ビルのカイナー500系適用案件の視察結果でも、十分長期耐候性を有することを裏付けていましたので、日本国内でも急速に適用案件が増加し、『ふっ素を採用すればまず問題ない。』という認識が定着しました。つまり、焼付塗装としては完璧といっていいほど優れた性能を保有していたわけです。ただし、強溶剤系の塗料であることから、環境問題が台頭するようになり、ヨーロッパが世界に先駆けてカイナー500系に代わる『高耐候性ポリエステル粉体塗装』を外装材に積極的に取り込んでいきました。現在では、超高層ビルの
アルミカーテンウォールに多用されています。
　もちろん、塗膜性能の良さが第一義の選択要因ですが、カイナー500系に比較して、色調の豊富さ、質感の多さ（フラットな仕上りの他に、サンド調、テラコッタ調等があります。）、艶なしから高光沢までの光沢度の選定が可能等、デザイン性の素晴らしさが施主先や設計者に好まれて採用される理由となっています。
　そんなことが背景となり、ヨーロッパで普及し、次いで、東南アジア、韓国、中国にまで急速に広がっています。やはり、環境問題は世界共通のクリアしなければならない課題だという認識が強いことがよくわかります。
　一方、日本では、私が2005年に粉体塗料専業メーカーで、オーストリーに本社を置く『タイガードライラック社』を訪ねる機会を得ました。現地の工場を見せていただき、また、多数の施工案件を視察し、前述した理由で『これは日本でも流行る。』という第一印象を持ちました。
　当然、報告書も作成し、建築業界や塗装業界の月刊誌で、特集としてかなり取り上げていただきましたが、『ふっ素神話』の強い日本では思わぬ抵抗を受け、当時筆者が所属していたゼネコン、Ｋ社のみが採用を重ね続けることとなりました。
　多くの研究者達が抵抗を示したのは、サンシャインウェザーメーターで促進劣化をさせると3000時間程度で光沢保持率が50％を切ってしまうので、劣化しやすいと判断されたからです。
　ところが、ヨーロッパでは、均一なチョーキングは『エージング（老化）』と呼び、劣化とは一線を画するものとの判断でした。総膜厚は60μ程度あるので、均一なチョーキングをしても数十年単位でアルミ基材は保護されるので、使用して問題ないとの見解に立っています。私もこの判断を支持しています。
デュラクロンの光沢低下とは全く異質ととらえるべきでしょう。しかし、残念ながらこの見解はまだメジャーにはなっていません。高耐候性ポリエステル粉体塗料とふっ素粉体塗料のブレンド品、ハイブリッド粉体塗装が、日本では主流になりそうです。これについては、次回お話ししましょう。[image: image1]
